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研修報告書

氏名：松村　渉

所属：鳥取大学医学部付属病院　脳神経小児科

研修期間：平成　27　年　9　月　7　日　～　平成　27　年　9　月　11　日

研修場所：札幌医科大学　遺伝子診療科

研修内容：
月曜午前：札幌医科大学紹介　　　　　午後：消化器内科にてLynch症候群説明、PCR実践
火曜終日：次世代シークエンサー、家族性腫瘍遺伝子に関して講義
水曜午前：遺伝子診療科カンファレンス　午後：北海道大学NIPT外来
木曜午前：耳鼻科にて遺伝性難聴講義　　午後：皮膚科遺伝外来見学
金曜終日：遺伝子診療科外来見学

研修成果：
普段の診療ではかかわることの少ない成人の家族性腫瘍の外来の実際、また多施設での遺伝カウンセリングやNIPTの実際、遺伝子診療科と他科との連携等、自施設にいるだけでは学べないことが多々あった。
特にカウンセリングおよびNIPTの体制は施設での違いがかなり大きいと分かり、自施設の良い点、学ぶべき点が確認できたと考える。
